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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第139期

第３四半期連結
累計期間

第140期
第３四半期連結
累計期間

第139期
第３四半期連結
会計期間

第140期
第３四半期連結
会計期間

第139期

会計期間

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
      12月31日

自  平成22年
     ４月１日
至  平成22年
      12月31日

自  平成21年
     10月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成22年
     10月１日
至  平成22年
     12月31日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成22年
     ３月31日

売上高 (千円) 5,726,3278,089,9192,007,0222,706,9117,628,186

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) △279,163 382,979 10,187 196,959△274,554

四半期純利益又は四半期
(当期)純損失（△）

(千円) △599,482 232,059△386,983 166,096△432,928

純資産額 (千円) ― ― 14,631,00814,669,31315,061,411

総資産額 (千円) ― ― 17,660,49117,584,11918,130,266

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,149.501,152.551,183.33

１株当たり四半期純利益
金額又は１株当たり四半
期(当期)純損失金額
（△）

(円) △46.58 18.23 △30.40 13.05 △33.73

潜在株式調整後１株当た
り四半期(当期)純利益金
額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 82.8 83.4 83.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 269,364 306,411 ― ― 461,887

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 286,854 276,163 ― ― 593,149

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △952,409△480,796 ― ― △958,790

現金及び現金同等物の四
半期末(期末)残高

(千円) ― ― 790,2211,384,4361,282,658

従業員数 (名) ― ― 700 786 685

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 786

(注)  従業員数は、就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 306

(注)  従業員数は、就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

染色加工事業 2,180,949 ―

テキスタイル事業 410,023 ―

不動産賃貸事業 ― ―

合計 2,590,973 ―

（注）１  金額は、販売価格によっております。

 ２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

染色加工事業 2,153,195 ― 816,147 ―

テキスタイル事業 374,366 ― 194,889 ―

不動産賃貸事業 ― ― ― ―

合計 2,527,561 ― 1,011,037 ―

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

染色加工事業 2,173,214 ―

テキスタイル事業 393,792 ―

不動産賃貸事業 139,904 ―

合計 2,706,911 ―

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

宮田毛織工業株式会社 ― ― 272,883 10.0

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。　　　

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中に記載した金額には消費税等の金額は含んでおらず、将来に関する事項の記載については本四半期

報告書提出日現在において判断したものであります。

 

（１）経営成績の分析

当社は平成22年度を初年度とする中期３ヵ年経営計画を策定しており、これを着実に実行してまいり

ます。その基本方針は染色加工事業で培った「感性技術」をベースに、テキスタイル事業と一体となって

グローバル展開を図り、安定的・持続的成長を実現することであります。 

　当第３四半期連結会計期間の経営成績は、売上高２７億６百万円（前年同期比３４．９％増）となりま

した。利益面では、営業利益１億３千５百万円（前年同期比１２７．８％増）となり、営業外収支におい

て受取配当金が４千９百万円あったこと等に伴い、経常利益１億９千６百万円（前年同期は経常利益１

千万円）、四半期純利益１億６千６百万円（前年同期は四半期純損失３億８千６百万円）となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

「染色加工事業」は、同業他社からの事業譲受けが着実に効果を上げていることや染色加工の国内生

産へのシフトが見られること等に伴い、売上高２１億７千３百万円、営業利益１億１千９百万円となりま

した。品種別売上高は、織物が１１億８千５百万円、ニットが９億８千７百万円であります。 

　「テキスタイル事業」は譲受けた事業が寄与し、売上高３億９千３百万円となりましたが、営業損失４

千５百万円となりました。 

　「不動産賃貸事業」は賃貸料の値下げの影響により、売上高１億３千９百万円、営業利益６千１百万円

となりました。

（２）財政状態の分析

当第３四半期末の総資産は、投資有価証券の減少等により、前連結会計年度末と比べ５億４千６百万円

減少し、１７５億８千４百万円となりました。負債につきましては、繰延税金負債の減少等により、１億５

千４百万円減少し、２９億１千４百万円となりました。純資産につきましては、配当金の支払等により、３

億９千２百万円減少し、１４６億６千９百万円、自己資本比率は８３．４％となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間のキャッシュ・フローの状況並びに現金及び現金同等物の増減と残高は以

下のとおりとなりました。 

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が１億７千７百万円となりました

が、未払費用の減少額１億３千５百万円があったものの、減価償却費１億８千３百万円があったこと等に

より、２億２千３百万円の増加（前年同期は１億６千２百万円の増加）となりました。 

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出１億９千５百万円があったもの

の、投資事業組合からの分配による収入５億１千万円があったこと等により、３億１千６百万円の増加

（前年同期は６千１百万円の増加）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額２億５千万円があったこと等により、２億５千

１百万円の減少（前年同期は２億７千３百万円の減少）となりました。

　この結果、現金及び現金同等物の当第３四半期連結会計期間末残高は、第２四半期連結会計期間末と比

べ２億８千８百万円増加し、１３億８千４百万円となりました。

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

（５）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、２千１百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除去等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除去等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,933,75713,933,757

東京証券取引所
（市場第二部）
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株でありま
す。

計 13,933,75713,933,757― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

― 13,933 ― 3,124,199 ― 359,224

　

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

EDINET提出書類

株式会社ソトー(E00569)

四半期報告書

 8/27



　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 1,205,700

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,717,000 127,170 ―

単元未満株式 普通株式 11,057 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 13,933,757 ― ―

総株主の議決権 ― 127,170 ―

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式47株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ソトー

愛知県一宮市篭屋
５―１―１

1,205,700 ― 1,205,700 8.6

計 ― 1,205,700 ― 1,205,700 8.6

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 872 852 926 914 834 840 835 859 898

最低(円) 818 801 801 795 785 807 805 813 810

(注) 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。 

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第３四半期連

結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月

１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任あずさ監査法人により四

半期レビューを受けております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年

７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,408,081 1,320,222

受取手形及び売掛金 1,957,346 1,162,817

有価証券 1,529,255 550,991

完成品 138,139 123,249

仕掛品 201,148 152,290

原材料及び貯蔵品 220,806 207,875

繰延税金資産 7,507 20,598

その他 193,711 212,876

貸倒引当金 △43,000 △2,300

流動資産合計 5,612,996 3,748,621

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,855,056 1,945,778

機械装置及び運搬具（純額） 1,013,250 1,012,845

土地 1,149,777 1,149,777

リース資産（純額） 3,195 3,795

建設仮勘定 101,468 －

その他（純額） 66,615 70,570

有形固定資産合計 ※１
 4,189,364

※１
 4,182,766

無形固定資産

のれん 161,904 －

その他 15,194 16,294

無形固定資産合計 177,098 16,294

投資その他の資産

投資有価証券 6,611,577 9,335,927

長期貸付金 1,663 1,663

繰延税金資産 428,011 339,316

その他 565,697 507,966

貸倒引当金 △2,290 △2,290

投資その他の資産合計 7,604,659 10,182,583

固定資産合計 11,971,122 14,381,644

資産合計 17,584,119 18,130,266
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 361,438 310,251

リース債務 798 798

未払法人税等 21,961 101,313

繰延税金負債 － 177

未払費用 205,016 220,078

役員賞与引当金 10,500 －

その他 718,884 671,235

流動負債合計 1,318,600 1,303,855

固定負債

リース債務 2,396 2,996

退職給付引当金 515,496 536,842

長期預り保証金 618,663 618,663

繰延税金負債 211,204 317,769

負ののれん 172,638 276,221

資産除去債務 63,300 －

その他 12,506 12,506

固定負債合計 1,596,205 1,764,998

負債合計 2,914,805 3,068,854

純資産の部

株主資本

資本金 3,124,199 3,124,199

資本剰余金 1,348,828 1,348,828

利益剰余金 11,197,149 11,448,755

自己株式 △1,361,412 △1,361,114

株主資本合計 14,308,764 14,560,668

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 360,549 500,742

評価・換算差額等合計 360,549 500,742

純資産合計 14,669,313 15,061,411

負債純資産合計 17,584,119 18,130,266
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 5,726,327 8,089,919

売上原価 5,228,763 6,900,963

売上総利益 497,563 1,188,956

販売費及び一般管理費 ※１
 430,412

※１
 685,492

営業利益 67,151 503,464

営業外収益

受取利息 47,942 13,497

受取配当金 137,867 133,666

負ののれん償却額 104,680 103,583

その他 16,090 14,306

営業外収益合計 306,581 265,053

営業外費用

支払利息 3,149 －

売上割引 28,790 42,571

投資事業組合運用損 616,001 340,744

その他 4,954 2,221

営業外費用合計 652,896 385,537

経常利益又は経常損失（△） △279,163 382,979

特別利益

固定資産売却益 － 6,717

投資有価証券売却益 － 7,014

特別利益合計 － 13,731

特別損失

固定資産処分損 23,812 27,326

投資有価証券評価損 － 106,619

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 63,300

特別損失合計 23,812 197,246

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△302,975 199,463

法人税等 ※２
 296,506

※２
 △32,595

少数株主損益調整前四半期純利益 － 232,059

四半期純利益又は四半期純損失（△） △599,482 232,059
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 2,007,022 2,706,911

売上原価 1,799,529 2,345,140

売上総利益 207,493 361,771

販売費及び一般管理費 ※１
 148,171

※１
 226,629

営業利益 59,322 135,141

営業外収益

受取利息 6,420 1,080

受取配当金 49,407 49,591

負ののれん償却額 34,893 34,527

その他 4,065 4,605

営業外収益合計 94,786 89,804

営業外費用

支払利息 602 －

売上割引 9,402 13,786

投資事業組合運用損 133,006 13,365

その他 910 834

営業外費用合計 143,921 27,986

経常利益 10,187 196,959

特別利益

固定資産売却益 － 598

特別利益合計 － 598

特別損失

固定資産処分損 2,644 16,177

投資有価証券評価損 － 3,534

特別損失合計 2,644 19,711

税金等調整前四半期純利益 7,542 177,846

法人税等 ※２
 394,526

※２
 11,750

少数株主損益調整前四半期純利益 － 166,096

四半期純利益又は四半期純損失（△） △386,983 166,096
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△302,975 199,463

減価償却費 585,040 519,488

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 63,300

のれん及び負ののれん償却額 △104,680 △75,011

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 40,700

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 10,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） △37,882 △21,346

受取利息及び受取配当金 △185,809 △147,163

支払利息 3,149 －

有形固定資産処分損益（△は益） 23,812 20,609

投資有価証券売却損益（△は益） － △7,014

投資事業組合運用損益（△は益） 616,001 340,744

投資有価証券評価損益（△は益） － 106,619

売上債権の増減額（△は増加） △518,132 △794,529

たな卸資産の増減額（△は増加） △70,405 △76,679

仕入債務の増減額（△は減少） 93,499 51,187

未払費用の増減額（△は減少） △80,559 △15,062

未払消費税等の増減額（△は減少） 37,162 22,880

その他 △25,795 △12,039

小計 32,423 226,648

利息及び配当金の受取額 185,809 147,163

利息の支払額 △3,149 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 54,280 △67,401

営業活動によるキャッシュ・フロー 269,364 306,411

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 29,533 13,885

有価証券の売却及び償還による収入 500,000 500,000

有形固定資産の取得による支出 △253,548 △432,648

有形固定資産の売却による収入 521 9,865

無形固定資産の取得による支出 － △260

投資有価証券の取得による支出 △35,706 △30,802

投資有価証券の売却及び償還による収入 164,595 11,924

投資事業組合からの分配による収入 96,387 582,914

預り保証金の返還による支出 △268,979 △158,833

事業譲受による支出 － △190,476

その他 54,051 △29,406

投資活動によるキャッシュ・フロー 286,854 276,163

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △500,239 △479,898

自己株式の取得による支出 △451,572 △298

その他 △597 △599

財務活動によるキャッシュ・フロー △952,409 △480,796

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △396,189 101,778

現金及び現金同等物の期首残高 1,186,411 1,282,658

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 790,221

※
 1,384,436
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

（会計処理基準に関する事項の変更）

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１　「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。 

　これにより、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益が63,300千円減少しております。また、当

会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は63,300千円であります。

２　「企業結合に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「『研究開発費に係る会計基

準』の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基

準第７号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月26日）、「企

業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26

日）を適用しております。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　
当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１ 棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

２ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税金控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によっております。
　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

該当事項はありません。
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産減価償却累計額 16,620,178千円※１　有形固定資産減価償却累計額 16,377,893千円

  ２　受取手形割引高 325,158千円  ２　受取手形割引高 334,854千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
　至  平成22年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの 　 ※１　販売費及び一般管理費の主なもの 　

　　　給料手当 96,910千円　　　給料手当 179,225千円

　　　役員報酬 52,723千円　　　役員報酬 53,623千円

　　　減価償却費 7,152千円　　　減価償却費 8,107千円

　　　退職給付費用 10,203千円　　　退職給付費用 14,422千円

　　　研究開発費 58,153千円　　　研究開発費 58,628千円

　　　 　 　　　貸倒引当金繰入額 40,700千円

※２　法人税等の表示方法 ※２　　　　　　　　　　同左

「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整
額」を「法人税等」として一括掲記しております。

　

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
　至  平成22年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの 　 ※１　販売費及び一般管理費の主なもの 　

　　　給料手当 36,793千円　　　給料手当 58,483千円

　　　役員報酬 17,614千円　　　役員報酬 18,004千円

　　　減価償却費 2,453千円　　　減価償却費 2,839千円

　　　退職給付費用 2,982千円　　　退職給付費用 5,075千円

　　　研究開発費 21,421千円　　　研究開発費 21,136千円

　 　 　　　貸倒引当金繰入額 15,260千円

※２　法人税等の表示方法 ※２　　　　　　　　　　同左

「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整
額」を「法人税等」として一括掲記しております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係（平成21年12月31日現在）

現金及び預金 818,497千円

預入期間が３か月超の定期預金等 △ 144,365千円

追加型公社債投資信託 116,090千円

現金及び現金同等物 790,221千円

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係（平成22年12月31日現在）

現金及び預金 1,408,081千円

預入期間が３か月超の定期預金等 △74,370千円

追加型公社債投資信託 50,725千円

現金及び現金同等物 1,384,436千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日 

至  平成22年12月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 13,933,757

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,206,090

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 229,104 18平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

平成22年11月11日
取締役会

普通株式 254,560 20平成22年９月30日 平成22年12月１日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
５  株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　
 染色、整理加
工事業
(千円)

テキスタイル
事業
(千円)

 不動産賃貸
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

1,630,019209,042167,9602,007,022 ― 2,007,022

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

14,144 ― ― 14,144（14,144） ―

計 1,644,163209,042167,9602,021,166（14,144）2,007,022

営業利益又は営業損失(△) △38,980△12,921111,22359,322 ― 59,322

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　
 染色、整理加
工事業
(千円)

テキスタイル
事業
(千円)

 不動産賃貸
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

4,923,743298,702503,8815,726,327 ― 5,726,327

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

34,495 866 ― 35,361（35,361） ―

計 4,958,238299,568503,8815,761,688（35,361）5,726,327

営業利益又は営業損失(△) △198,919△52,649318,71967,151 ― 67,151

(注)  １　事業区分は産業分類を勘案して区分しております。

 ２　各事業の内容は次のとおりであります。

　　染色、整理加工事業……繊維製品の染色、整理加工

　　テキスタイル事業………繊維製品の製造、販売

　　不動産賃貸事業…………量販店に対する店舗の賃貸等

　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計

期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計

期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域において売上がないため、該当事項はありません。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　

　　１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

　当社は、内部管理上採用している区分により「染色加工事業」「テキスタイル事業」「不動産賃貸事

業」の３つを報告セグメントとしております。

　「染色加工事業」は繊維製品の染色加工を、「テキスタイル事業」は繊維製品の製造販売を、「不動

産賃貸事業」は量販店に対する店舗の賃貸等を行っております。

　　２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　

報告セグメント
調整額
(千円)
（注）

四半期連結損
益計算書計上
額(千円)

染色加工
事業
（千円）

テキスタイル
事業
（千円）

不動産賃貸
事業
（千円）

合計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,323,9631,348,159417,7968,089,919 ― 8,089,919

(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

124,362 6,790 20,925152,077△152,077 ―

計 6,448,3251,354,949438,7218,241,997△152,0778,089,919

セグメント利益又は損失（△） 316,981△39,873226,354503,464 ― 503,464

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　
当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　

報告セグメント
調整額
(千円)
（注）

四半期連結損
益計算書計上
額(千円)

染色加工
事業
（千円）

テキスタイル
事業
（千円）

不動産賃貸
事業
（千円）

合計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

2,173,214393,792139,9042,706,911 ― 2,706,911

(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

41,080 2,285 6,975 50,340△50,340 ―

計 2,214,294396,077146,8792,757,252△50,3402,706,911

セグメント利益又は損失（△） 119,824△45,76361,080135,141 ― 135,141

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

　３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 1,152.55円
　

　 　

　 1,183.33円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 14,669,313 15,061,411

普通株式に係る純資産額(千円) 14,669,313 15,061,411

差額の主な内訳(千円) ― ―

普通株式の発行済株式数(千株) 13,933 13,933

普通株式の自己株式数(千株) 1,206 1,205

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株)

12,727 12,728

　
２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 46.58円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

１株当たり四半期純利益金額 18.23円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

(注) １.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２.１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失（△）(千円)

△599,482 232,059

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

△599,482 232,059

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(千円) ― ―

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,868 12,727
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 30.40円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

１株当たり四半期純利益金額 13.05円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

(注) １.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２.１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失（△）(千円)

△386,983 166,096

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

△386,983 166,096

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(千円) ― ―

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,728 12,727

　
(重要な後発事象)

合弁会社の設立

当社は、平成23年１月18日開催の取締役会において、株式会社ワールドとテキスタイルの企画・販売

の合弁会社を設立することを決議いたしました。

（1）目的

当社と株式会社ワールドは、日本国内における繊維産業の生産基盤縮小及び消失リスクが増大する

なか、特にテキスタイル産業が空洞化した場合、少なくとも国内素材を活用する企業が大きな影響を受

けることを共通の認識としております。

今後、テキスタイル産地の企画・開発・販売機能を強化し、国内市場はもとより海外市場の開拓にも

注力して、内需依存型の産業からの脱却を目指し、紡績やテキスタイルメーカーをはじめとする各分野

におけるパートナーとの連携を視野に入れた、テキスタイルの企画・販売のための合弁会社を設立い

たします。

（2）会社の名称、事業内容、規模

・株式会社Ｊファブリック・インターナショナル

・テキスタイルの企画・販売

・資本金５０百万円（予定）

（3）設立の時期

　平成23年４月１日（予定）

（4）出資比率

　当社６５％　株式会社ワールド３５％

　（平成23年４月１日予定）

　

EDINET提出書類

株式会社ソトー(E00569)

四半期報告書

23/27



　

２ 【その他】

第140期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）中間配当については、平成22年11月11日開催

の取締役会において、平成22年9月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当

を行うことを決議いたしました。

　①配当金の総額　　　　　　　254,560千円　　　　

　②1株当たりの金額　　　　　　　　20円

　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成22年12月1日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月12日

株式会社ソトー

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   柴　田　光　明　㊞

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   鈴　木　賢　次　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ソトーの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソトー及び連結子会社の平成21年12

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲には、XBRLデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月14日

株式会社ソトー

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　本　千　佳　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴　木　賢　次　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ソトーの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソトー及び連結子会社の平成22年12

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲には、XBRLデータ自体は含まれておりません。
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